
1982:FONAR QED-80α 中津川市民病院に据付 

Ｆｏｎａｒ社（社長は、初期のＭＲＩの研究者の一人
Raymond Vahan Damadian）の0.05T 永久磁石を使っ
たＭＲＩ装置QED-80αが、国内で初めてのＭＲＩ装置と
して、1982年中津川市民病院に搬入され、治験を開
始した。 
このＭＲＩ装置は、磁場焦点法を使って組織のT1,T2

値を計測できる機能を持ち、ＭＲＩ装置として米国ＦＤ
Ａの認可を初めて得ている。 
国内では、持田製薬が代理店として輸入した。 
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